





































と言われているモーリス水迷路課題（Morris， et al， 




















































所 (図 1の 1，2，3，4に相当する )の出発点からラ
ンダムな順序で，水迷路の外側に頭を向けて水迷路
内に投入された．プラットホームの位置は，4日間





















トホームの位置を場所学習時の対面（図 1の Zone 1
に相当する）とし，水面から 1cm見えるように設置














































































































試行平均潜時は L系群でそれぞれ 31.5sec， 18.5sec， 




















































































































































































































































































かった（H系雄群 r＝－ 0.10，W系雄群 r＝－ 0.05）．
しかしながら，L系群は雌雄とも有意な相関は認め
られなかった（L系雄群 r＝－ 0.01，L系雌群 r＝












（28.1%），Zone 1（29.1%）と Zone 4（26.3%）で多い
傾向が見られた（図 5A）．それに対して，L系群は
W系群と同等あるいはそれ以上に Zone 3の割合が











































































































































































































































































































al，1978； 岩 崎 ら，1981； Kawabe，et al ，1998；











































al， 2002；Yanai et al，2008）L系ラットの脳内の詳細
な形態学的検索を行う必要がある．
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